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5,415

4,195

4,195

就学奨励事業 ソフト事業 17,493
ソフト事業 31

図書整備事業 ソフト事業

達成率 96.5 89.9
実績 2.6 2.8 3.8 前年度並みの配分

役職 教育次長
氏名 山本　健次4 中学校の不登校出現率

目標 2.5 2.5 2.2 2.0
達成率 84.0 102.0
実績 126.0 153.0

170.0
校内研修指導回
数/小中学校数 二次評価者コメント

国・県等の補助事業を有効に活用し、事業の見直しを行う必要がある。

平成20年度
予算の方向性

不登校生徒数/在
籍生徒数

3 指導訪問等実施率
目標 150.0 150.0 160.0

93.3
56.0
60.0 70.0 80.0

2 市費非常勤講師の配置率
目標 60.0
実績 59.0

達成率 98.3

今後の展開・
協働の可能性・
事業の見直し等
の担当への指示

　限られた予算や人員を使っての施策展開が求められる
ため、国や県の事業を有効に活用し、成果を上げていく
必要がある。補助金や負担金については、受益者負担の
観点から見直していかなければならない。

　児童･生徒に安全で快適な学習環境の整備が求めら
れているにもかかわらず、施設整備の面で非常に遅れ
ている。限られた予算の中で、困難な点もあるが早急
な対応が望まれる。また、少子化が進む中、学校の再
編整備計画も併せて検討する必要がある。

雇用時間数/要望
時間数

市民意識調査に
よる

　備前市の将来を担う児童生徒の健全な発達を促
していくためには、必要な施策である。 3

　家庭や地域との連携をより一層進めるとともに、
国の施策、動向を見据えた事業展開も検討してい
く必要がある。

76.8

60.040.0 50.0
30.71

　子どもが楽しんで学校生活を
送っていると感じている市民の
割合

目標 －
実績 －

達成率 －

H17 H18 H23 H28 マーク 3施策に対する成果指標名
単
位

評価年度 目標値 ベンチ
指標の説明

３　施策の有効性

２　事業構成の適当性 3 　学校教育の充実という観点から、事業の統廃合
を含め、見直しが必要である。 3 　子供たちの安心･安全の観点からの事業展開も

視野に入れ見直しをする必要がある。

3
　一概に言えないが、市民意識調査による満足度
が低い。その要因を分析し、達成度を高めていく必
要がある。

調査対象でない
施策の場合は、
市民の反応等

１　目的達成度 3 　学校への人的支援は充実していきいるが、物的
支援が十分でない面がある。

評価 判断理由 評価 判断理由
調査結果に対するコメ
ント、市民の反応等 　小･中学校における教育については、備前市の将来を担う人材の育成という観点から、市民の期待は

大きいものがあると考えている。教育は、事業展開が直ちに成果に結びつかない面があることや、学校
における教育活動の意図が十分に市民へ伝わっていないこともあり、満足度が低くなっていると思われ
る。

一次評価 二次評価
項　目

５：非常に高い　４：高い　３：どちらともいえない　２：低い　１：非常に低い

実施主体 新規に必要な事業・連携が必要な事業 そ　の　説　明

満足度（%） - 12.0
重要度（%） 17.8

調査年度 H19 H20 H21

437,958 436,219
この施策に要した費用（人件費込、単位：千円）

H17 H18 H19

特色ある教育活動の推進　　・学校の統廃合の検討

家庭や地域との連携の推進

読書活動の推進

情報化･国際化への対応(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

特別支援教育の推進

施策展開 生徒指導体制の充実･強化

③ 教員の資質向上と指導の充実 中学校施設災害復旧事業 中学校災害復旧事業 ハード事業 1,002 1,845
H18完了ハード事業 3,373 1,845

18,104 1,610
139 12 ☆☆

☆☆2,819
ソフト事業 4,414 2,315

2,584 230
206 ☆☆☆

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

ソフト事業 595 18,795②
　児童･生徒の社会性や規範意識、学ぶ意欲や自立心の低下、高い出現率で推移する不登校児童･生徒数な
ど、解決しなければならない多くの課題がある。そのため、確かな学力の育成とともに、心の教育の充実
を図るための取組が必要である。また、障害のある児童･生徒の指導については、一人一人の教育的ニーズ
を的確に把握し、教育、福祉、医療などの面から適切な支援を行うことが求められており、特別支援教育
の充実、推進が課題となっている。

電算機等借上事業

全国大会出場補助事業

小学校施設災害復旧事業 小学校災害復旧事業

中学校振興事業

現況と課題 教材備品整備事業

526

20,478 1,102 ☆
1,672

就学奨励事業 ソフト事業 20,976

4,430 238
☆☆
☆☆☆

ソフト事業 5,266 3,158 170

41,244 2,220

H18完了

☆

☆☆

施策の対象と目的 電算機等借上事業 ソフト事業 26,561

小学校振興事業(誰のために、何の
ために)

教材備品整備事業 ソフト事業 5,267
図書整備事業

72,674 2,468

☆☆

中学校管理運営事業 維持管理 75,063
124,277 4,221小学校管理運営事業 維持管理 140,935

☆☆中項目（基本施策） 未来を支える人材を育むまちづくり スクールバス運行管理事業 ソフト事業 20,891 15,494
☆

☆☆

☆☆

128 5教員住宅管理事業 維持管理 621
施策の体系

大項目（基本目標） 地域文化とひとが輝くまちづくり

小学校･中学校管理運営事業

　社会の変化に主体的に対応できる人間性豊かな「生きる力」をもった児童･生徒の育成を目指し、家庭や
地域社会との連携を一層密にしながら、創意工夫を生かした特色ある教育活動の展開を図るとともに、児
童･生徒に安全で快適な学習環境を提供するため、学校施設等の整備、充実に努める。

人件費人件費
直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

細事業一覧表

事業費（単位：千円） 優先順位

事業
分類

H17 H18 H19 ☆☆☆
☆☆
☆

その他

直　接
事業費

電話 64-1840

施策を構成する事務事業名

事務事業

評価結果

Ａ ～ Ｅ
(高 ～ 低)

氏名 奥田　泰彦 担　当　課　長　評　価

備　前　市　施　策　評　価　シ　ー　ト

（平成18年度事業）
施　策　名
（小項目）

小・中学校

コード 作
成
者

役職 学校教育課長

03-01-02
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その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要
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度

平　均
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＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要
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足
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備前市総合計画の内容から記載する

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度



12

15

1,785

830

1,380 540

1,010

1,515

540

☆☆☆
☆☆☆

中学校図書館司書配置事業 ソフト事業 4,952 6,049
6,510 8,382小学校図書館司書配置事業 ソフト事業

学校図書館運営事業16 B

☆☆
小学校統廃合検討事業 小学校統廃合調査研究事業 ソフト事業 H18完了

☆☆

ふるさと学習支援事業 ソフト事業 1,400

994

1,785 1,670
A

3,500 3,830

0

☆☆

0

特色ある学校づくり支援事業 ソフト事業B
離島教育振興事業 ソフト事業 ☆☆

☆☆☆

14,507
0 1,010

歯･口の健康つくり調査研究支援事業 H18完了ソフト事業
2,0200ソフト事業

ソフト事業 13,788

学校安全体制整備推進支援事業
連携活動推進事業

情報教育推進事業

4,998ソフト事業 4,998

情報教育支援事業 ソフト事業

☆

☆☆☆

☆☆☆

小学校ALT配置事業
国際理解教育推進事業

中学校ALT配置事業

☆
国公立学校難聴･言語障害教育研究協議会負担金事務 内部管理 3 3

40 2,055

30

障害児教育研究部支援事業 内部管理 50

就学指導委員会運営事業 法定事務 30
☆
☆☆☆

特殊学級負担金事務 内部管理 48 35

☆☆

2,560
☆☆

☆☆☆
☆☆☆

2,570
0 1,227

1,045 800

3,603
1,000 900

4,154適応指導教室運営事業
9 B

スクーリングサポートネットワーク事業 ソフト事業

生徒指導推進事業
ソフト事業

スクールカウンセラー活用事業 ソフト事業

スクールサポーター配置事業 ソフト事業

☆☆400

3,605129
757

☆☆☆0 0
☆☆

校内研修支援事業

ソフト事業

ソフト事業

☆☆☆
教育研修所運営事業

ソフト事業 822
282 5,375

「授業で勝負！」支援事業 ソフト事業 0

☆☆584

2,630

467

66

教育研究部支援事業

部活動支援事業

8 B

☆内部管理 290
内部管理 1,129

県中学校体育連盟負担金事務

ソフト事業 734チャレンジワーク１４支援事業

内部管理 132 H19廃止

661 ☆☆

5,175 H19廃止

☆☆

県中学校教頭会負担金

内部管理 323 171県中学校校長会負担金事務

ソフト事業 936中学校運営事業 4,454
☆☆☆中学校教育人材活用事業 ソフト事業 4,643

7 B

☆県中学校教育研究会負担金事務 156内部管理

☆☆

特別支援教育推進事業

H19廃止

3,640

H19廃止

☆☆

特色ある学校づくり推進事業

内部管理県小学校教頭会負担金事務

☆☆☆
ソフト事業

532内部管理

11,990

2,695

344

☆

教員研修事業

256 242

小学校教育人材活用事業

内部管理 1,144

県小学校校長会負担金事務

8,894

3,248

☆

中学校運営支援事業

0 19

音楽会･体育競技会等運営支援事業

内部管理

159
147

238

1,453

小学校運営事業

ソフト事業 12,943
2,815

B

☆27 22県へき地教育研究連盟負担金事務 内部管理

小学校運営支援事業

中国地区へき地教育研究大会負担金事務

県小学校教育研究会負担金事務

内部管理

6

直　接
事業費

人件費
直　接
事業費

人件費
Ａ ～ Ｅ 直　接

事業費
人件費

(高 ～ 低)

事務事業

細事業一覧表

事業費（単位：千円） 優先順位

評価結果
事業
分類

H17 H18 H19 ☆☆☆
☆☆
☆

その他

施策を構成する事務事業名

担　当　課　長　評　価

（平成18年度事業）

10

11

13

14

B

B

B

⑥　施策構成事務事業の評価　（続き）


